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﹈
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特
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古
く
美
し
い
観
音
像
が
多
く
残
る
こ
と
か
ら

「
観
音
の
里
」
と
称
さ
れ
る
湖
北
・
長
浜
。

西
の
比
叡
山
、
北
の
白は

く

山さ
ん

信
仰
の
影
響
を
受
け
な
が
ら

平
安
時
代
に
は
仏
教
文
化
が
栄
え
、

長
浜
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
伊
吹
山
系
の

己こ
だ

高か
み

山や
ま

に
は
い
く
つ
も
の
寺
院
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
北ほ

つ

国こ
く

街
道
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
こ
の
地
は
、

姉
川
合
戦
や
賤し

ず

ヶが

岳た
け

の
戦
い
の
舞
台
と
も
な
り
、

激
し
い
戦
乱
や
焼
き
討
ち
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。

寺
が
廃
絶
し
た
後
、
仏
像
は
山
を
下
り
、

惣そ
う

村そ
ん

の
人
々
が
「
氏う

じ

仏ぼ
と
け

」
と
し
て
守
り
継
い
で
き
ま
し
た
。
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大
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る
仏
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を
、
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説
作
家
・
澤
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う
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湖北における山岳仏教の拠点で
あった己高山の麓に立つ文化財
収蔵庫・己高閣〈ここうかく〉に
は、柔和なお顔立ちの十一面観
音がおわす
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林
の
間
を
す
る
す
る
と
一
直
線
に
上
る
リ
フ
ト

を
降
り
て
、
土
の
道
を
進
む
と
、
標
高
4
2
1
メ

ー
ト
ル
の
賤
ヶ
岳
の
山
頂
に
着
い
た
。
眼
下
に
は
、

濃
い
緑
の
山
々
と
広
大
な
琵
琶
湖
。
水
面
に
は
さ

ざ
波
が
立
っ
て
い
る
。
竹ち

く

生ぶ

島し
ま

は
見
え
る
が
、
対

岸
は
か
す
ん
で
い
て
見
え
な
い
。
古
代
の
人
々
は

「
淡あ

は

海う
み

（
近
江
）」
と
呼
ん
だ
。
右
手
に
は
「
鏡

湖
」
と
い
わ
れ
る
余
呉
湖
が
青
く
輝
い
て
い
る
。

戦
国
時
代
、
こ
こ
が
激
戦
の
場
だ
っ
た
と
は
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
、
静
か
で
穏
や
か
な
風
景
だ
。

　
琵
琶
湖
の
北
、
湖
北
地
域
は
、
畿
内
と
東
海
、

北
陸
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
、
古
来
、
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
・
物
資
が
行
き
交
っ
た
。
平
安
時
代
に
入

る
と
、
各
集
落
に
神
社
、
寺
院
が
建
立
さ
れ
、
神

像
や
仏
像
も
盛
ん
に
作
ら
れ
た
。
中
で
も
観
音
像

は
、
個
性
も
豊
か
で
、
広
く
人
々
の
信
心
を
集
め
、

大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
。
長
浜
市
高た

か

月つ
き

町ち
よ
う、
木き

“東洋のビーナス”とも称される渡岸寺観音堂
（向源寺）に安置された国宝の十一面観音立像

長
浜
の
仏
像
を
訪
ね
る
旅
は
、
澤
田
さ
ん
が
学
生
時
代
か

ら
心
ひ
か
れ
て
き
た
渡ど

う

岸が
ん

寺じ

観
音
堂
（
向こ

う

源げ
ん

寺じ

）
の
国
宝
・

十
一
面
観
音
立
像
か
ら
。
そ
の
前
に
、
高
月
観
音
の
里
歴

史
民
俗
資
料
館
館
長
の
秀
平
文
忠
さ
ん
に
、
長
浜
で
は
地

域
の
方
々
が
ど
ん
な
ふ
う
に
仏
像
を
お
守
り
し
て
い
る
の

か
、
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

仏
像
巡
り
の
前
に
訪
れ
た
い

高
月
観
音
の
里

歴
史
民
俗
資
料
館

賤ヶ岳の山麓からリフトに乗
り、山頂までの道を歩けば、水
を湛えた琵琶湖や静かな余呉
〈よご〉湖、長浜の集落が一望で
きる　写真＝アマナイメージズ

観
音
に

守
ら
れ
た
里
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脈
々
と
続
い
て
き
た
使
命

　
十
一
面
観
音
立
像
は
、
管
理
の
行
き
届
い
た
収

蔵
庫
に
平
安
時
代
後
期
作
の
大
日
如
来
座
像
（
重

要
文
化
財
）、
阿
弥
陀
如
来
座
像
（
滋
賀
県
指
定

有
形
文
化
財
）
と
と
も
に
安
置
さ
れ
、
16
人
の
理

事
が
交
代
で
参
拝
者
の
受
付
や
案
内
を
続
け
て
い

る
。

　
祖
父
も
父
も
理
事
を
務
め
て
き
た
と
い
う
山
岡

和
士
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
維
持
管
理
の
苦

労
を
聞
か
さ
れ
て
き
た
。

「
豪
雪
に
な
る
と
修
理
が
必
要
で
し
た
し
、
1

 
9
 

5
0
（
昭
和
25
）
年
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
に
直
撃
さ

れ
た
時
は
、
本
堂
の
屋
根
が
壊
れ
て
空
が
見
え
た

そ
う
で
す
。
70
年
代
半
ば
ま
で
は
、
法
要
を
開
催

す
る
た
め
、
各
集
落
か
ら
毎
年
新
米
を
1
升
ず
つ

寄
付
し
て
も
ろ
て
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
拝
観

料
で
賄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
井
上
靖
さ
ん

の
小
説
『
星
と
祭
』
が
有
名
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
す
」（
山
岡
さ
ん
）

『
星
と
祭
』
は
、
事
故
で
娘
と
息
子
を
亡
く
し
た

父
親
ふ
た
り
が
、
鎮
魂
の
思
い
を
抱
え
て
十
一
面

観
音
像
を
巡
る
旅
を
続
け
る
長
編
小
説
。
1

 

9
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1
（
昭
和
46
）
年
に
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
る
と
、

多
く
の
小
説
フ
ァ
ン
が
湖
北
を
訪
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
紅
葉
の
頃
に
は
月
に
1
万
人
が
来
訪
す
る
。

「
私
た
ち
は
年
中
休
ま
ず
、
ご
参
拝
の
方
を
お
迎

え
し
ま
す
。
秋
は
も
ち
ろ
ん
、
新
緑
の
青
紅
葉
の

シ
ー
ズ
ン
も
お
薦
め
で
す
」（
山
岡
さ
ん
）

［右］渡岸寺観音堂　［左］1年を通じ無休の体制で守るのは、渡岸寺
地区の世話方の皆さん。左から理事の山岡和士さん、山岡昭紀さん、
澤田さんを挟んで、長谷川知司さん

住東京都中央区日本橋2-3-21　
 八重洲セントラルビル4階　
☎080-1620-2090
時 10時～18時
（11月24日のみ13時～）　
休月曜（祝日の場合は翌日）　
料無料

期 11月1日（金）～12月1日（日）
＊第1章で紹介している国宝の十一面観音
立像とは別のお像です東京長浜観音堂

長浜市は市内の観音像を月替わりで1体ずつ
出張展示する「東京長浜観音堂」を東京・日本
橋に開設している。今年12月1日までの展示
をもって閉館となり、最後の会期となる11月
1日（金）～12月1日（日）では、渡岸寺観音堂
の十一面観音菩薩像（滋賀県指定有形文化財）
の展示を予定。

東京駅から徒歩約5分！　
長浜の観音様に会える

令和6年度第3回展示
「渡岸寺観音堂　十一面観音菩薩像」
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次
に
澤
田
さ
ん
が
目
指
し
た
の
は
己こ

だ

高か
み

山や
ま

の
麓
、

古ふ
る

橋は
し

地
区
に
あ
る
己
高
閣
と
世
代
閣
だ
。

　
己
高
山
は
、
近
江
国
の
鬼
門
（
東
北
）
に
位
置

し
、
奈
良
・
平
安
の
時
代
か
ら
山
岳
信
仰
の
拠
点

と
し
て
栄
え
た
。
し
か
し
、
明
治
以
降
の
廃
仏
毀

釈
や
地
理
的
な
事
情
で
、
山
の
寺
院
は
次
々
と
廃

寺
と
な
る
。
己
高
閣
と
世
代
閣
は
、
守
る
人
が
い

な
く
な
っ
た
仏
像
や
寺
宝
を
収
め
る
た
め
、
村
人

た
ち
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
収
蔵
庫
で
あ
る
。

　
1
9
6
3
（
昭
和
38
）
年
に
開
館
し
た
己
高
閣

の
中
心
に
は
、
か
つ
て
山
頂
付
近
に
あ
っ
た
鶏け

い

足そ
く

寺じ

の
十
一
面
観
音
立
像
が
お
わ
す
。

「
鶏
足
寺
は
、
行
基
さ
ん
が
開
か
れ
た
お
寺
で
す
。

一
度
は
衰
え
た
の
で
す
が
、
後
に
最
澄
さ
ん
が
こ

の
地
を
お
訪
ね
に
な
っ
た
時
に
霊
感
を
感
じ
ら
れ

た
ん
で
す
な
。
鶏
に
道
案
内
さ
れ
て
行
っ
て
み
る

と
、
十
一
面
観
音
さ
ん
の
仏
頭
だ
け
が
出
て
お
ら

れ
て
、『
お
い
、
最
澄
さ
ん
、
胴
体
を
足
し
て
こ

山岳信仰の拠点だった己高山
には、いまも寺跡が残る。そ
のひとつ、鶏足寺（旧飯福寺）
へ至る道はもみじのトンネル
に続く石段で、ハイカーたち
も訪れる

己高閣の十一面観音立像は、りりしいまなざ
しの中にもおおらかな母性が感じられる

仏
の
笑
み
を

守
る
人
々

第
二
章

長
浜
市
内
に
は
、
観
音
像
が
1
0
0
以
上
あ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
守
り
伝
え
て
き
た
の
は
、
博
物
館

や
美
術
館
で
は
な
く
、
惣
村
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
、
地

域
の
人
々
の
集
ま
り
で
す
。
こ
れ
は
数
百
年
も
の
間
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
氏
仏
」
を
大
切
に
お
世
話
し
て
き
た
、

長
浜
独
特
の
文
化
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

滋
賀
県
最
初
の
文
化
財
収
蔵
庫

己
高
閣・世
代
閣

【
こ
こ
う
か
く
・
よ
し
ろ
か
く
】



鶏足寺の参道は、11月中旬から
下旬にかけて燃えるような紅葉
に彩られる。己高閣・世代閣か
ら鶏足寺までは約800メートル。
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神
将
像
と
と
も
に
薬
師
堂
（
旧
戸
岩
寺
）
の
魚ぎ

よ

籃ら
ん

観
音
像
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
左
手
に
魚
の

尾
を
の
ぞ
か
せ
た
魚
籠
（
後
世
の
補
作
）
を
持
つ

魚
籃
観
音
は
珍
し
い
。
空
海
が
唐
か
ら
の
お
土
産

と
し
て
、
最
澄
に
贈
っ
た
仏
像
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
収
蔵
前
は
ろ
う
そ
く
の
煤す

す

で
真
っ
黒
だ
っ
た

と
い
う
。

「
過
去
に
作
り
直
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
本
来
、

手
に
何
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
た
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
上
半
身
が
裸
形
像
な
の
で
、
衣
の
パ
ー
ツ

は
別
材
で
作
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い

ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
お
像
で
す
」

（
秀
平
さ
ん
）

寺
宝
を
守
る
自
治
の
精
神

　
地
区
の
世
話
人
は
18
人
。
高
齢
化
が
進
む
中
、

世
話
人
以
外
の
人
た
ち
と
も
協
力
し
て
草
刈
り
な

ど
を
進
め
る
。

「
生
活
、
健
康
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
の
あ
る
方
も

お
参
り
に
来
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ど
う
か
お

元
気
で
10
年
後
に
ま
た
訪
ね
て
き
て
く
だ
さ
い
と

言
い
ま
す
。
き
っ
と
そ
の
時
も
、
観
音
さ
ん
が
よ

い
お
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
。
そ
の
た
め

に
我
々
は
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
拝
観
料
と
志
納

金
を
す
べ
て
浄
財
と
し
て
積
み
立
て
て
、
入
院
代

（
修
理
費
用
）
に
し
ま
す
。
村
人
に
と
っ
て
は
有

名
な
仏
様
も
名
も
な
い
仏
様
も
、
と
も
に
1

 

3

 
0
 

0
年
を
過
ご
さ
れ
た
大
切
な
方
な
の
で
、
順
番
に

入
院
し
て
い
た
だ
く
。
2
0
0
年
、
3
0
0
年
、

過
去
の
ご
浄
財
の
お
か
げ
で
私
た
ち
が
い
ま
、
仏
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〔ロテル・デュ・ラク〕
野生の鹿 樹脂ハーブ 
夏野菜　松の葉で炙っ
た新鮮な鹿肉と滋賀県
産の野菜。朝摘みのハ
ーブが香る

Auberge 
Auberge 

in Shiga 
in Shiga 

〔オーベルジュメソン〕　
鮪 フルーツトマトとパ
プリカのペペロナータ　
滋賀県産のトマトは、
比良〈ひら〉山地の伏
流水が育んだ宝物

文＝北阪昌人
Kitasaka Masato

写真＝阿部吉泰
Abe Yoshihiro

“マザーレイク”琵琶湖。そこは、宿泊で
きるレストラン、オーベルジュに欠かせ
ない土地の恵みに満ちた場所。湖畔と森
の中、趣の違う二つの美食宿を巡ります。 滋賀オーベルジュ探訪

心ほどける美食の宿特別特別
企画企画
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湖
国
の
恵
み

足
を
延
ば
し
て

味
わ
い
た
い

創業寛延年間、270年以上愛されている「福井弥平商店」
は比良山系の伏流水の恩恵を受け継ぐ蔵元。豊かな里山
の米を大切に地元の恵みで酒を醸す。江戸時代から伝わ
る手法で造る「雨垂れ石を穿つ」や棚田保全を目指す「里
山」など、銘酒で地域復興の一翼を担っている。

琵琶湖の恵みのひとつ、鰻。湖畔に多くの名店が並ぶ中、
特に長い伝統を受け継ぐのが室町時代創業の「山重〈や
まじゅう〉」。料理長が厳選した鰻と、400年以上前から
研鑽を積み重ねた技が織りなす鰻料理が愛されてきた。
琵琶湖の天然鰻のほか、各地のブランド鰻も味わえる。

美しい琵琶湖をはじめとする滋賀の魅力を伝えるキャンペーンを実施中です。さまざまな取り組みを通じ、
水・琵琶湖に根差した文化に触れる「観る」「食す」「体験する」の3つの感動を生む滋賀の観光情報を発信します。
スタンプラリーへの参加やクーポンブックを手に入れて、おトクに滋賀を旅しましょう！

https://goshiga.
biwako-visitors.jp/

クーポンブック
滋賀県内にある70以上の観光
施設やお店で、割引や粗品な
どの特典を受けられるクーポ
ンブックを発行しています。
ブックを受け取れなかった方
でも、キャンペーンサイトか
らクーポンブックを印刷し、
対象施設で提示していただく
ことでご利用可能です。

1 一匹一匹の個体を見極めた「焼き」の技が鰻のうま味
を最大限に引き立てる　 2 出汁を利かせた大人気のう
まき　 3 独自配合のスモークチップが香る鰻の燻製

1 滋賀の山田錦を使った純米大吟醸「萩乃露 白銀ラベ
ル」　 2 特別純米「雨垂れ石を穿つ」（左）と棚田のこしひ
かりで造る「里山」　 3 近江最古の大社・白鬚神社も近い

うなぎ料亭山重 瀬田本店　
☎0120-13-8103　所 滋賀
県大津市瀬田1-16-15　時
11時～15時（LO14
時）、17時～21時
（LO20時）　休火曜

時～17時　休土・
日曜、祝日

福井弥平商店　
☎0740-36-1011　所滋賀
県高島市勝野1387-1　時 9

キャンペーン特別企画
ちはやふる×しが鉄旅 デジタルスタンプラリー
百人一首かるたの聖地である近江神宮や北の近江
（長浜市・高島市・米原市）などを巡ってデジタルス
タンプを集めると、先着または抽選で素敵な賞品が
もらえます。【期間】2024年12月20日（金）まで
https://www.nta.co.jp/maas/shigasr

1

1
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3

BBlessilessinngg

InformationInformation

ofof

Shiga 
Shiga 

【期間】2025年10月31日（金）までいこうぜ♪滋賀・びわ湖滋賀県観光キャンペーン

クーポンの一例
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文
＝
土
井
善
晴

D
o

i Yo
shiharu

写
真
＝
岡
本 

寿

O
kam

o
to

 H
isashi 

第71回

ビスケットにレーズン入り
のバタークリームをたっぷ
り挟んだ六花亭の「マルセ
イバターサンド」は今も昔
も北海道土産の定番だ
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北
の
大
地
と
六
花
亭  

《 

北
海
道
河
西
郡
中
札
内
村
・
帯
広
市 

》

　
北
海
道
は
開
拓
の
地
。
そ
の
歴
史
は
伊い

能の
う

忠た
だ

敬た
か

の
東
蝦え

夷ぞ

地
の
海
岸
測
量
（
1
8
0
0
／
寛
政

12
年
）、
間
宮
林り

ん

蔵ぞ
う

の
樺か

ら

太ふ
と

探
検
・
間
宮
海
峡
の

発
見
（
1
8
0
9
／
文
化
6
年
）
に
始
ま
り
ま
す
。

江
戸
幕
府
は
鎖
国
政
策
で
、
貿
易
国
を
オ
ラ
ン
ダ

と
中
国
に
制
限
し
、
長
崎
を
唯
一
の
貿
易
港
と
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
米
露
か
ら
自
由
貿
易
を
迫
ら

れ
、
箱
館
（
函
館
）
を
開
港
。
そ
れ
を
機
に
、
幕

府
は
松
前
藩
か
ら
蝦
夷
地
を
取
り
あ
げ
、
直
接
支

配
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
と
の
国
境

問
題
に
危
機
感
が
あ
っ
た
明
治
政
府
は
、
1

 

8

 
6
 

9
（
明
治
2
）
年
、
蝦
夷
地
を
「
北
海
道
」
と
命

名
、
本
格
的
な
開
拓
指
令
を
発
す
る
と
、
多
く
の

人
が
本
州
か
ら
北
海
道
に
渡
り
ま
す
。

　
帯
広
神
社
正
面
に
あ
る
中
島
公
園
に
、
蓑み

の

を
羽

織
っ
た
依よ

田だ

勉べ
ん

三ぞ
う

の
銅
像
が
あ
り
ま
す
。
十
勝
原

野
開
拓
の
先
駆
者
と
な
る
勉
三
は
、
1
8
5
3

（
嘉
永
6
）
年
、
伊
豆
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時

の
伊
豆
は
、
二に

の

宮み
や

尊そ
ん

徳と
く

の
農
本
思
想
を
土
台
に
開

拓
精
神
が
盛
ん
で
、
勉
三
も
そ
の
影
響
を
受
け
ま

す
。
未
知
の
北
海
道
へ
の
憧
れ
は
、
1
8
8
1

（
明
治
14
）
年
、
単
身
、
勉
三
を
十
勝
原
野
の
踏

査
に
向
か
わ
せ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　
翌
年
、
勉
三
は
十
勝
開
墾
の
た
め
の
「
晩ば

ん

成せ
い

六
花
亭
の
菓
子
作
り
は
、
十
勝
を
開
墾
し
た
先
人
へ
の
崇
敬
や
未
来
に
は
ば
た
く
子
ど
も
へ
の
愛
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

社し
や

」
を
設
立
。
妻
や
親
族
と
と
も
に
十
勝
川
上
流

（
現
在
の
帯
広
市
）
に
辿
り
つ
き
、
開
墾
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
　
開
墾
の
は
じ
め
は
豚
と
ひ
と
つ
鍋

　
依
田
勉
三
が
開
拓
者
の
生
活
を
詠
ん
だ
句
で
す
。

痩
せ
た
豚
と
一
緒
に
ひ
と
つ
の
鍋
か
ら
食
べ
て
い

た
の
で
す
。開
拓
の
、度
を
越
し
た
過
酷
さ
は
私
た

ち
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
勉
三
の
40
余
年
に
及
ぶ
開
拓
の
苦
闘

こ
そ
が
歴
史
で
あ
り
、
近
代
の
帯
広
の
基
盤
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
開
拓
の
歴
史

を
知
る
と
、
四
季
折
々
の
景
色
も
、
人
々
の
笑
顔

も
、
一
層
美
し
く
、
見
え
方
が
変
わ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
北
海
道
と
い
え
ば
コ
レ
、
名
高
い
菓

子
店
、
帯
広
の
「
六ろ

つ

花か

亭て
い

」
を
訪
ね
ま
す
。
六
花

亭
が
運
営
す
る
広
大
な
ガ
ー
デ
ン
「
六
花
の
森
」

で
は
広
報
の
須
藤
幸
恵
さ
ん
が
背
筋
を
伸
ば
し
て

迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
ゆ
っ
く
り

歩
く
の
で
す
。
森
の
広
さ
は
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
日

高
山
脈
を
借
景
に
し
た
日
本
様
式
の
庭
園
で
す
。

　
あ
ー
気
持
ち
が
い
い
…
…
。
木
立
の
中
を
流
れ

る
小
川
は
さ
ま
ざ
ま
な
草
花
に
縁
取
ら
れ
、
き
れ

どい よしはる／1957年、大阪府生
まれ。料理研究家、十文字学園女
子大学特別教授。NHK「きょうの
料理」に出演。『一汁一菜でよいと
いう提案』（新潮社）、当連載をまと
めた『おいしいもんには理由があ
る』（ウェッジ）など著書多数。

中札内村にある「六花の森」は、10
ヘクタールの広大な敷地に複数の
小さな美術館やレストランが点在
する庭園地だ。梅花藻〈ばいかも〉
が咲く清らかな小川が流れ、六花
亭の包装紙に描かれた北海道の山
野草が植えられた花畑の中を散策
できる。晴れの日は雄大な日高山
脈の借景も見事

十
勝
に
根
ざ
し
た
銘
菓
店
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